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◆企画課（田無庁舎　南町５～６～１３　�内線１１１０、１１２０）

����������������

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建建設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重重点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策新市建設計画重点施策（アクションプログラム）

新市建設計画重点施策（アクションプログラム）１
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　（仮称）合併記念公園は、東京大学原子核研究所の移転に伴い、広さ
約４５，６００平方㍍の跡地に西東京市の誕生を記念したシンボル的な公園
として整備する計画です。
　公園には、子どもの遊び場、みどりへの親しみ、災害時の避難場所
など、多様な用途があり、市民の期待や要望も高くなっています。そ
こで、（仮称）合併記念公園は、「自然・人・生き物のふれあいの場」
との考えを基に、市民ニーズを反映した「ゆとり」と「活気」のある
公園として、また市民参加により継続的に守り育てていく公園、さら
に防災機能を付加した公園をめざして整備をすすめています。
　市民に親しまれるとともに、市外の人たちにも利用してもらえ、地
域全体の活性化につながるような公園づくりを行っていきます。

新市建設計画重点施策（アクションプログラム）２

��������	
���������	
�
　本市は、東西に西武新宿線・西武池袋線の鉄道２路線が横断し、両
線の５つの駅間を、南北のバス路線が結ぶ交通体系となっています。
　しかし、これらバス路線は、運行経路が幹線道路のみであるため、
利用圏域が狭く、いわゆる公共交通の空白地域が存在していました。
また、高齢者の増加に伴い高齢者等が利用しやすい交通ニーズの高ま
りに加えて、新市発足後の全市的なネットワークの形成が必要となっ
てきました。このため、平成１４年３月より市内４ルートの「はなバス」
の運行を開始し、市民の身近な足として、利用されています。
　これまで、順調に利用者も増加し、平成１５年６月２０日には運行開始
から１年３か月で利用者１００万人を達成するなど、市民に親しまれるよ
うになってきています。今後は、より利便性を向上させるための検討
をすすめるとともに、夢のあるまちづくりやまちのイメージ向上に貢
献できるコミュニティバスとして充実を図っていきます。

新市建設計画重点施策（アクションプログラム）４
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　ひばりヶ丘駅の乗降客は１日あたり約６万５千人と、市内では田無
駅についで多く、駅周辺は商店街・公共施設が集積しており、市民は
もとより隣接市からも多くの人々が集まり、このエリアの商圏の中心
に位置しています。
　ひばりヶ丘駅周辺地域は旧市の市域が入り組んでいたため、これま
で一体的な整備が行われてきませんでしたが、合併に伴い総合的な整
備を中長期的に推進します。ひばりヶ丘駅前という立地条件を活かし、
鉄道の利便性とにぎわいのある商業環境を備えた、利便性の高いまち
づくりをめざします。
　また、これらの整備を推進するうえでは、バリアフリーの観点を十
分留意し、バリアフリーネットワークの形成に努めます。

新市建設計画重点施策（アクションプログラム）３
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　インターネットなどIT（情報技術）を利用して、時間や場所または
立場や世代にとらわれない「新しいかたちのコミュニケーション」が
生まれてきています。
　ITを有効に活用すれば、行政サービスの向上や、市民のふれあいに
よる地域の活性化を図っていくことが可能となります。情報化は、市
民の暮らしや地域経済、行政へとますます広がってきています。これ
からは、市民・事業者・行政の連携を、よりいっそうすすめていくこ
とが必要となります。
　そのために、環境、保健・医療・福祉、そして災害などの情報を的
確かつ迅速に市民へ提供していく「安心して健やかに暮らせるまち（イ
キイキ情報化）」、次代を担う子どもたちのIT機器への親しみをはじめ、
あらゆる層の市民による地域の交流を活性化する「楽しく豊かなまち
（ワクワク情報化）」、地域経済の活性化や雇用の拡大、交通情報の提供
など都市機能を高める「うるおいある元気なまち（キラキラ情報化）」、
市民がサービスや情報を簡単に利用できる「便利で快適なまち（ラクラ
ク情報化）」、の４つの視点で、地域情報化をすすめていきます。

長崎県の五島列島にある小学校と市内の小学校との遠隔授業 ひばりヶ丘駅南口付近


